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①自分の考えをもつこと

④複数の条件を踏まえて書くこと

書くこと領域
・論理の展開を工夫し、自分の考えを書くこと
・複数の条件を踏まえて書くこと

２９

関 るつま き解消 向けた系統的 取組

養父市立養父中学校の実践

ことわ と体験を結び付けて、2段落構成の作文を書く第3学年

筆者の主張 対 反論する 否定的 文章を書く第2学年

根拠・理由 を明らか て、説得力のある文章を書く第1学年
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構成を工夫し 書いた 複数の条件の
あ 作文を書いた す こ
い

効果的 伝え方を工夫し 説得力のあ
文章を書くこ

相違点や根拠を明 し 文章を書く
こ い

共通点や相違点を明 し 批判的
文章を書くこ

筋道の通った根拠のあ 文章を書くこ
い

伝え 相手や目的を明 し 筋道
の通ったわ やすい文章を書くこ

推敲の観点 1.語句の係 受け 2.文末表現 3.指示さ
た条件 沿 て 書いた文章を練 直 ことを習慣

付け
→自分の書いた文章を客観的 見直し わ やすく書 直すこ

う

教材 応 て多様 表現活動を提示 た ワークシー
ト・評価 交流 を工夫 た て 書くこと 対
苦手意識を軽減
→何を の う 書けば良いの 手順や内容 理解 う

ま き解消 向けた取組の視点
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書くこと②
第1学年

根拠・理由 を明らかにして、説得力のある文章を書く

・ 考え 根拠・理由 ま 順 筋道 通った文章を書くこ
・考え 根拠を羅列 く 接続語を効果的 用い 書くこ
・根拠 提示 仕方 っ 説得力 違い 生 こ を理解 書くこ

根拠や理由を明ら し 筋道の通 た文章を書くこ い

い しえの心 ふ
蓬莱 玉 枝 ― 竹取物語 光村図書

目標 竹取物語 千年以上 わたっ 語 継 い 理由を考え 筋道 通った文章 ま 3段
落構成 接続語を用い

内容 ・ストーリーや人物設定 心情描写 着目 竹取物語 魅力を整理
・班 交流
・ 考え 根拠・理由 ま 3段落 書く

単元名

生徒作文 ＊作者 伝え っ こ を考え う

作者 作品 中 ヒロシマ ナ サ ヒロユ を全 タ

ナ 書い そこを強調し い 思っ 戦争 っ 若く

し 亡く っ 人々 こ を一生忘 いこ 戦争

一生し い いうこ を伝え っ 思います

大人 っ 弟 …… 光村図書１年

考え 理由 入 交 っ
た文章を書くこ

接続語を用い 筋
道立 書いた 段落
構成を意識 文章を書
いた こ
い

閣

閣

閣

根拠や理由を明ら し 筋道の通った文章を書くこ
い

筆者 主張 対 根拠を明 反論 否定的
文章を書くこ い

論理 展開を工夫 筋道 通った文章を書くこ
い

まず の実態

い しえの心 ふ

論理を え

慣用句・こ わ ・故事成語

学習内容 単元名

第1学年

第2学年

第3学年

Title:29-36_養父中.eca Page:4  Date: 2017/06/29 Thu 09:38:58 



− −

作品 面白さや魅力 つい 自分 考えを たせ そ 後 班 交流させ
活動 らい▶・多様 考え方 あ こ 知 自分 考え 伝え う いう意欲 高ま

根拠 出来事や文 言動 を教科書 く関連資料 図書室の本 インターネット 絵本 資
料集等 探 せ 教材 の関心 高ま 多様 視点 教材を鑑賞す
ま 調 や考え を文章 ま 友達 伝え う いう意欲

期待さ 生徒の姿
・考え 裏付 根拠 い 話し
合わせ こ 多様 考え方
ふ こ また 教科書以
外 根拠 探し出すこ 考
え 具体性や客観性 増し 説得力
あ 文章 書 こ
・複数 資料 用い 比較した 関連
付 た し 論 説明す た
必要 こ 考え こ 深
い学び

資料を根拠にした考えの交流

あ えへ ！ いう
出来事 次々 起こ
面白い

・ 考え → 中 根拠・理由 → 終わ ま 3段落 書くよう指示
・段落 接続語を用い よう助言

や姫 感情 豊
いい

活動 らい▶・段落 ま ま や 意識し 論理的 文章 書

根拠・理由を複数挙 せ の順 用い 良い 検討す 論理的 文章展開や接続語を
意識す う ま 3段落構成 構成を指示す 段落 のま ま や内容
明確 す し わ やすい文章

生徒作文

竹取物語 千年も 間語 継 理由 空想 現実 ほ 合わさっ 物
語 思います
例え  現実的 点 いう や姫 言い寄 ５人 貴公子 実在す 人物をモデ
ル し い そ 人達 言動も人間 し 描 います ま  非現実的 こ
竹 中 三寸ほ 子 も い 月 天人 迎え 来 す こ す
こ う 理由  こ 先も 竹取物語 語 継 い 思います

＊ 竹取物語 魅力
考え う！
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書くこと②
第2学年

筆者の主張 対し反論する 否定的 文章を書く

・根拠を明 筆者 主張 対 反論す 否定的 文章を書くこ う

・評価 観点 沿っ 書いた文章を客観的 推敲 た 評価 た う

筆者の主張 対し 根拠を明ら し 反論 る 否定的 文章を
書くこ い

論理を らえ
君 最後 晩餐 を知っ い 光村図書

目標 筆者 主張 対 根拠や理由を明 反論す 文章を書く
内容 ・筆者 主張 対 納得 い点 同意 い点を考え を取

・ をも 班 話 合う ※テーマを絞 内容 深ま 話 合い す
・下書 推敲 清書す
・班 交流す

単元名

君 最後 晩餐 を知っ いる 光村図書 を読み 筆者 主張 反論する意見を書く

最後 晩餐 今 ネサンス時代 名画 中 一 し 見 い こ 論説文 読 こ

絵 単純 絵 いこ わ 見 人 心 さ い 最後 晩餐 こ 絵 隠

さ ック オ 天才的 発想 そ 才能 私 驚嘆し こ 絵 美しい け

や オ も い天才 巨匠 いえ う  生徒作文

文章 内容 衝撃を受けた もまた筆者 文章 説得力 あ 文
章 あった も 全面的 受け入 まっ い

閣

閣

閣

根拠や理由を明 筋道 通った文章を書くこ
い

筆者 主張 対し 根拠を明ら し 反論する 否定的
文章を書くこ い

論理 展開を工夫 筋道 通った文章を書くこ
い

つま の実態

い え 心 ふ

論理を らえ

慣用句・こ わ ・故事成語

学習内容 単元名

第1学年

第2学年

第3学年
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筆者の主張 対し 納得 き い点 同意 き い点をグループ 話し合わせる
活動 らい▶・反論 否定的 意見 述べ め 説得力 あ わ い根拠 必要 あ

理解

 理屈 くま 衝撃 く  
→衝撃 来 名画 い
→普通 人 衝撃 来 い

 芸術 永遠  
→絵 具 剥 落 永遠 い
→永遠 残 い 思わ い フ スコ技
法 くテ ペラ技法 描い 思
う

普段文章を書く際 筆者 作者 の主張 対し 肯定的 意見や感想を書くだけ く 批判
的 否定的 意見・感想を書くこ も意識させる

＊メ ス 言動 い 批判的 書く 第2学年 走 メ ス
＊筆者 考え 小見出 適当 う 批評 第3学年 月 起源 探
＊新聞広告 批評 第3学年 批評文 書く

・班活動 納得 い点・同意 い点を話 合う 班 メンバー ま ま 視点や考
え方を知 考えを 深

※ 活動 反論 焦点を当 い 批判的 見方や考え方 根拠立 共感す
含ま を確認す

観点を立てて話し合うことによ 、内容を整理す

活動 らい▶・様々 角度 分析 批評 力 育

・3年生 小見出 効果 い 評価 せ 様々 観点を立 対象を分析・批評 す
求 そ 際 求 批判的 見方・考え方 あ そ 筆者

主張 対 共感す く あえ 反論す 考えや根拠を挙 せ 批判的 否
定的 見方・考え方 を育

・指導 あ 観点 沿 根拠を話 合わせ 重点を置 単 思い や感情
反論 い う留意 い ま 話 合い 後 180字 200字程度 文章 ま せ 相
互評価 せ い

関連す 学習

芸術 永遠 い

・ ィ 絵 永遠
残そう 思 い
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書くこと②
第3学年

ことわざと体験を結び付けて、2段落構成の作文を書く

・段落 内容 整理 筋道 通 段落作文 書くこ
・文章 客観的 推敲 評価 う

論理の展開を工夫し 筋道の通 た文章を書くこ ない

目標 こ わ 体験 結び付け 2段落構成 作文 書く 200字作文
内容 ・こ わ そ 込め 教訓 い 学習す

・選 こ わ 合う体験・エピソード 考え
・下書 →推敲→交流→清書す

教材名

■ 小見出 効果 い 肯定的又 否定的 意見を書く 月 起源 探 光村図書3年

月 作 いう言葉 聞 慣 いの 面白い 考えまし うし ら月 作 こ

の疑問 自然 出 ます その後の 実験 いう言葉も 実験 実際 の

驚 まし っ こ けの言葉 疑問 驚 出 の 個人的 も良い見出し

考えまし 言葉の選び方 も面白い す  生徒作文

考え 書 連 こ 接続語や段落構成 意識 い
い 論理 展開 み くい文章 い

光村図書慣用句・こ わ ・故事成語

閣

閣

閣

根拠や理由 明 筋道 通 文章 書くこ
い

筆者 主張 対 根拠 明 反論す 否定的
文章 書くこ い

論理 展開を工夫 筋道 通 た文章を書くこ
い

まず の実態

い え 心 ふ

論理 え

慣用句・こ わ ・故事成語

学習内容 単元名

第1学年

第2学年

第3学年
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体験を 書くAパターン 体験を後 書くBパターンを提示 モデル作文を ち
効果的 を検討させ

下書 後 推敲 必要 箇所 付箋を貼 気付いたこ を記入 班 交流させ
活動 らい▶・下書 原稿を交流・推敲す こ によ よ よい文章を書こう いう意欲 喚起

い文章を書く め 推敲 欠 い 自分 自分 文章を読 返 け こ 問題
わ くい こ 付箋を用い 相互 評価し合う場を設定 こ 友達 良い

点を 自分 文章 改善点を見 け 際 論理的 展開・構成 い
本単元 い 沿 視点を確認し くこ 大切 あ

期待さ 生徒の姿
班活動を取 入 良い点や改善点を話
合わせ こ によ 良い文章を書こ
う いう意識 高ま また 構成の仕
方によっ 説得力に差 こ を実
感
また 書 出 →結び→下書 →清書
段階を追っ 書 進め こ 書くこ
への苦手意識 軽減

付箋を用いた交流

ワ－クシート

・ A・B
パターン 書く方 説
得力 あ 文章
自分 考えを書
左：ワークシー

・ 後 Aパターン
Bパターン
モ ル作文 右 を読

文章 流 や構
成を検討さ こ

論理的 展開・
構成を 意識
う

活動 らい▶・体験 こ わ を う関連 せ 鍵 あ こ に気付 せ

体験を後 説明に た方
説得力 あ よ
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